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市の人口
330,001人

124,043世帯

（14.3.1現在）

主な内容�＊�＊�

学校評議員制を導入／施
政方針�
�
ワールドカップキャンプ
地招致活動が終了／暮ら
しのＳＯＳ�
�
特集「市町村合併」�
�
情報館（講座・講演、お
知らせ、求人ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

〈トップページ〉　�

新しい本をジャ
ンル別に紹介し
ます�

さまざまな項目
で目的の図書を
検索�

蔵書検索�
をクリック�

新着図書情報�
をクリック�

　ブックスタートは、1992年にイギリスで始まった
運動です。�
　赤ちゃんの言葉と心が育まれるためには、抱っこ
の温かさと愛情を感じながら優しく語りかけてもら
うことが大切です。ブックスタートは、絵本を通し
てその大切な親子のふれあいをしてもらおうという
運動です。赤ちゃんにとって本を開いてふれあうの
はとてもうれしいひとときなのです。�

自宅にいながらほしい本を検索�
図書検索システムを市のHPに�

ホームページ�

図書館本館 �7164─5346問�

本を利用した子育てを支援�
ブックスタートを開始�

　児童育成課 �7167─1595、健康推進課 �7164�
　─3333、図書館本館 �7164─5346
問�

4月1日�から、図書検索システムを市のホー
ムページに掲載します。インターネットを使っ
て、本のタイトルや著者名を入力することで、
市内の図書館約80万冊の蔵書の中から、家に
いながら検索ができます。
また、市内に15ある図書館のうち、どこの
図書館にあるかも見ることができます。
必ず事前に確認を

このシステムでは図書の予約をすることはで
きません。ご希望の図書が貸し出し中のことも
ありますので、本を借りる場合には、事前に所
蔵する図書館へお問い合わせください。
検索システム以外にも、次の情報をホームペ
ージで掲載します。

・図書館利用案内

図書館の開館時間や利用カードの作り方、貸
し出し期間などをお知らせします
・図書館からのお知らせ

図書館が行う講演会・講座やおはなし会など
の行事をお知らせします
・新着図書情報

新しく入った図書のお知らせです。一般向け
と児童向けがあり、それぞれジャンル別に分か
れています。読みたい本のタイトルをクリック
するとどこの図書館にあるかわかります
・地域資料紹介

柏市や千葉県に関係する資料を紹介します

5月から、「ブックスタート」が始まります。
この事業は絵本を通して親子のコミュニケーシ
ョンを深めるための子育て支援事業です。子育
てを楽しめる環境づくり、子どもが自ら学ぶ環
境づくりを目指して、子どもが地域で健やかに
育ち、大人も楽しい子育ての時間を過ごすため
のお手伝いをします。
1歳6カ月児健康診査の参加者が対象

ブックスタートは9割以上の親子が参加する
1歳6カ月児健康診査のときに行います。実施
に当たっては、ボランティア、健康推進課、児
童育成課、図書館が相互に連携を図りながら取
り組んでいきます。
絵本や絵本のリスト、遊び情報満載の子育て
情報誌が入った「ブックスタートパック」をボ

ランティアがメッセージを添えて渡します。そ
の際、本の役割などについて説明をします。
将来的にはボランティアと図書館が協働し
て、地域で読み聞かせ会などの絵本とふれあえ
る機会も作っていく予定です。

対　象�
�
活動時期�
�
申し込み�
�
説明会�
講習会�

市内在住のかたで子どもと絵本が好き
なかた、20人�
5月～来年3月の1歳6カ月児健康診査（月
2回程度）�
3月23日�までに、図書館本館へ電話
か直接（18日・21日を除く）�
3月27日�午前10時から、保健センターで�
4月10日�・16日�・23日�（計3回）
※全回出席を。受講後、登録をしてい
ただきます�

ボランティアを募集します�

◎詳しくは図書館本館（�7164─5346）へお問い合わせを�

5月16日�午後6時半開演�
アミュゼ柏�
落語＝柳家さん喬、柳家権太楼、柳家
喬太郎、林家たい平、紙切り＝林家正
楽�
全席指定3,000円（65歳以上のかたは
2,500円）�
3月18日�から、文化課チケットガイド
（�7167─5785）へ、電話か直接�

と き �
と こ ろ �
内 容 �
�
�
入 場 料 �
�
チケットの
販売・予約�

文化課 �7167－1494問�

“よせ”と言われてもやっちゃいます。お待た
せしました！アミュゼ寄席第2弾。今、人気活躍
中の噺家（はなしか）の真打ち4人と紙切りの登
場です。なにもかも忘れて笑ってください。�

林
家
た
い
平�

林家正楽�

�

柳
家
喬
太
郎�

柳家さん喬� 柳家権太楼�

vol.2
4月6日�・7日� 
あけぼの山公園�
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本との出会いの場を
春、何かを始めたくなる季節です。ピクニック気分で散歩もいいですが、本を

読んでみませんか。市では、本に関係した新たな2つの事業をスタートさせます。

現在、図書館内で利用できる図書検索システムを４月１日からホームページに掲

載します。また、５月からは市民との協働による子育て支援として「ブックスタ

ート」が始まります。インターネットで読みたい本と出会い、ブックスタートで

お父さん、お母さんの愛情に包まれながら、初めて本と出会う。2つの本との出会

いの場を提供します。



４
月
か
ら
市
立
の
幼
稚
園
、
小

・
中
学
校
、
高
校
の
一
部
で
、
学

校
評
議
員
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま

す
。評

議
員
制
は
、
保
護
者
や
地
域

の
か
た
が
た
に
学
校
の
様
子
を
知

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
校
長

の
求
め
に
応
じ
て
幅
広
く
意
見
を

述
べ
て
も
ら
う
た
め
の
制
度
で

す
。
校
長
が
意
見
を
求
め
る
内
容

は
、
教
育
目
標
や
計
画
、
教
育
活

動
の
内
容
、
学
校
と
地
域
の
連
携

の
進
め
方
な
ど
、
学
校
運
営
に
関

す
る
も
の
で
す
。

評
議
員
は
、
保
護
者
や
地
域
の

か
た
か
ら
校
長
が
推
薦
し
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。
人
数
は

各
学
校
ご
と
に
八
人
ま
で
置
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
14
年
度
は

市
内
を
七
つ
の
区
域
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
二
校
程
度
で
導
入
し
ま

す
。

平
成
14
年
度
に
実
施
す
る
学
校

は
、
柏
三
小
・
柏
四
小
・
土
小
・

富
勢
小
・
柏
七
小
・
酒
井
根
小
・

藤
心
小
・
富
勢
東
小
・
豊
小
・
旭

東
小
・
十
余
二
小
・
田
中
中
・
柏

四
中
・
中
原
中
・
豊
四
季
中
の
十

五
校
で
す
。
ま
た
、
平
成
15
年
度

に
は
実
施
校
を
倍
増
。
16
年
度
に

は
市
立
か
し
わ
幼
稚
園
・
市
立
柏

高
校
を
含
む
市
立
の
全
学
校
・
幼

稚
園
で
取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

な
お
、
私
立
の
学
校
に
つ
い
て

は
、
学
校
法
人
の
判
断
で
置
く
こ

と
が
で
き
、
委
嘱
も
学
校
法
人
が

行
い
ま
す
。

パ
イ
プ
的
役
割
も

評
議
員
に
は
、
意
見
を
述
べ
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
や
家
庭
と
学

校
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
的
役
割
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、
地
域
や

社
会
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

一
層
進
め
、
特
色
あ
る
教
育
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
域
や
保
護
者
に
対
し

て
、
教
育
活
動
や
学
校
運
営
の
内

容
を
伝
え
て
説
明
責
任
を
果
た

し
、
そ
の
意
向
を
把
握
・
反
映
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
同
時
に
、

地
域
・
家
庭
も
子
ど
も
の
教
育
に

責
任
を
持
ち
、
互
い
に
協
力
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
外
か
ら

も
広
く
意
見
を
聞
く
機
会
を
設

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
学
校
を
支

え
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

す
。例

え
ば
、
体
験
学
習
や
問
題
解

決
に
取
り
組
む
よ
う
な
学
習
が
求

め
ら
れ
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
な
ど
に
は
、
地
域
の
人
材
や

環
境
の
活
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

「
高
齢
者
に
柏
の
昔
を
語
っ
て
も

ら
う
」「
手
賀
沼
に
つ
い
て
学
ぶ
」

と
い
っ
た
、
地
域
な
ら
で
は
の
学

習
も
、
評
議
員
と
い
う
地
域
と
の

接
点
が
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
支
援

を
得
や
す
く
な
り
ま
す
。

多
様
な
人
材
で
構
成

学
校
評
議
員
制
は
、
こ
う
し
た

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
支
え
る

方
法
の
一
つ
。
地
域
の
か
た
や
保

護
者
が
学
校
運
営
を
支
援
す
る
仕

組
み
が
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で

す
。
幅
広
い
支
援
を
得
る
た
め
に

は
、
評
議
員
一
人
ひ
と
り
に
す
べ

て
を
負
担
し
て
も
ら
う
の
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
や

経
験
を
持
つ
人
材
で
評
議
員
を
構

成
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
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今
年
は
街
を
ゆ
く
人
た
ち
に
も

マ
ス
ク
を
し
て
い
る
か
た
が
多
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
花
粉

症
に
お
悩
み
の
か
た
に
は
、
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
議
会
に
は
、
平
成
14
年
度

の
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
。
税
収

の
減
や
交
付
税
の
減
額
な
ど
厳
し

い
財
政
事
情
の
も
と
で
、
一
般
会

計
予
算
は
一
・
五
％
減
の
緊
縮
型

予
算
案
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
、子
育
て
支
援
、

Ｄ
Ｖ
対
策
を
中
心
と
し
た
女
性
施

策
、地
域
と
連
携
し
た
教
育
施
策
、

情
報
化
施
策
、
障
害
者
の
支
援
施

策
な
ど
、
ソ
フ
ト
な
事
業
で
は
新

規
の
施
策
を
取
り
込
み
ま
し
た
。

将
来
こ
れ
ら
の
事
業
が
大
き
く

芽
を
伸
ば
し
、
安
心
、
希
望
、
支

え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

改
良

各
近
隣
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ

ー
ツ
施
設
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で
は
、

利
用
予
約
を
受
け
る
ほ
か
、
市
民

活
動
情
報
の
提
供
も
し
て
い
ま

す
。
平
成
14
年
度
中
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
も
予
約
と
情
報
検
索

が
利
用
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を

改
良
し
ま
す
。

◇
Ｄ
Ｖ
の
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
に

助
成
　
Ｄ
Ｖ
被
害
者
救
済
の
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
民
間
シ
ェ

ル
タ
ー
に
対
し
て
運
営
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◇
電
子
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
を
開
設
　
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
情
報
を
発
信
し
、
女
性
か
ら

の
相
談
を
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
る
電
子
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
を
平
成
14
年
度
の
早
期
に
開
設

し
ま
す
。

◇
柏
の
葉
庭
球
場
を
改
修

平

成
17
年
度
の
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
に
向
け
、
テ
ニ
ス
会
場

と
な
る
柏
の
葉
庭
球
場
の
改
修
を

行
い
ま
す
。

◇
学
校
評
議
員
制
を
導
入
　
学

校
教
育
の
関
連
で
は
、
教
育
内
容

の
充
実
や
学
校
と
地
域
と
の
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
て
い
く

た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か

ら
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
地
域

で
学
校
教
育
を
支
え
る
学
校
評
議

員
制
を
４
月
か
ら
導
入
し
ま
す
。

◇
中
小
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制

度
を
創
設

創
造
的
な
技
術
開
発

に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
や
、
既
存

の
業
態
か
ら
の
脱
皮
を
目
指
す
中

小
企
業
に
対
し
て
、
指
導
や
助
言

を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
平

成
14
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

◇
上
利
根
地
区
に
農
業
生
産
法

人
を
設
立
　
設
立
準
備
資
金
の
助

成
、
地
区
内
の
道
路
や
水
路
な
ど

の
整
備
を
行
う
予
定
で
、
現
在
、

経
営
計
画
や
資
金
計
画
の
策
定
を

進
め
、
新
法
人
設
立
の
中
核
と
な

る
農
業
者
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

◇
市
の
事
業
で
雇
用
を
確
保

雇
用
の
関
連
で
は
、
平
成
14
年
度

以
降
も
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別

基
金
事
業
が
国
に
よ
り
実
施
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
柏
市
で
は
、
迷

惑
駐
車
や
放
置
自
転
車
防
止
の
た

め
の
街
頭
指
導
事
業
、
柏
駅
周
辺

清
掃
業
務
な
ど
十
七
の
事
業
を
実

施
し
、
雇
用
を
確
保
し
ま
す
。

◇
中
原
ふ
れ
あ
い
防
災
公
園
の

整
備

同
公
園
計
画
検
討
委
員
会

の
意
見
を
参
考
に
、
基
本
計
画
を

と
り
ま
と
め
、
基
本
設
計
の
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度

に
都
市
計
画
決
定
を
行
い
、
平
成

15
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予

定
で
す
。

◇
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
公
園
の
整
備

同
公
園
計
画
策
定
委
員
会
で
検
討

し
て
い
る
基
本
計
画
案
が
、
今
月

中
に
ま
と
ま
る
予
定
で
す
。

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

に
補
助
　
介
護
保
険
の
関
連
で

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
申
込
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
14
年
度
は
新
た
に
二

カ
所
の
建
設
に
対
し
て
補
助
を
行

い
ま
す
。

◇
介
護
相
談
の
充
実
　
介
護
相

談
員
の
増
員
と
派
遣
先
の
拡
大
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
障
害
者
福
祉
が
支
援
費
制
度

に
移
行

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
行
政
が

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
決
定
す
る
「
措

置
制
度
」
か
ら
、
利
用
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
選
択
す
る「
支
援
費
制
度
」

に
移
行
す
る
予
定
で
す
。
市
と
し

て
も
、
こ
の
制
度
改
正
を
機
に
職

員
体
制
の
強
化
や
サ
ー
ビ
ス
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。◇

地
域
健
康
福
祉
計
画
を
策
定

平
成
14
年
度
は
市
民
の
自
立
と
支

援
の
た
め
の
新
た
な
指
針
づ
く
り

を
行
う
重
要
な
年
で
あ
り
、
地
域

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
地
域

健
康
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
ほ

か
、
高
齢
者
い
き
い
き
プ
ラ
ン
21

な
ど
の
部
門
計
画
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

◇
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
設
置
　
昨
年
12
月
、
本
市
を

は
じ
め
十
四
の
機
関
か
ら
な
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し
ま
し
た
。

児
童
虐
待
の
事
実
を
早
期
発
見
す

る
と
と
も
に
、
虐
待
を
受
け
て
い

る
児
童
を
支
援
し
て
い
く
も
の

で
、
今
後
は
、
各
機
関
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、
よ
り
よ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
方
法
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
防
犯
灯
の
補
助
金
を
増
額
　

町
会
、
自
治
会
な
ど
が
行
う
防
犯

灯
の
維
持
管
理
に
対
す
る
補
助
に

つ
い
て
は
、
維
持
費
補
助
金
を
増

額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◇
都
市
計
画
道
路
を
整
備
中
　

呼
塚
新
田
向
中
原
線
の
柏
ふ
る
さ

と
大
橋
か
ら
慈
恵
医
大
附
属
柏
病

院
側
へ
下
り
る
取
付
道
路
に
つ
い

て
、
橋
り
ょ
う
上
部
工
の
架
設
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
引
き

続
き
橋
面
工
や
道
路
築
造
工
事
に

着
手
し
、
平
成
15
年
度
の
供
用
開

始
を
目
指
し
ま
す
。

◇
公
金
の
管
理
と
運
用

ペ
イ

オ
フ
対
策
と
し
て
、
今
年
４
月
の

解
禁
に
備
え
、
公
金
の
管
理
と
運

用
は
、
安
全
性
を
最
優
先
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
公
金
の

具
体
的
な
保
護
対
策
の
一
つ
と
し

て
は
、
預
金
と
市
の
借
入
金
と
の

相
殺
や
、
基
金
で
の
国
債
な
ど
に

よ
る
運
用
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
健
康
福
祉
計
画
を
策
定

電
子
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
開
設
へ

柏市長　本多 晃

3月市議会施政方針

3月15日�～5月上旬午前10時～午後3時�
とちおとめ（直売は章姫・女峰も）�
摘み取りは100グラム120円、直売は1パック600円�
都合により休む場合がありますので、事前に各園・
直売所にお問い合わせください。観光イチゴ園
は持ち帰りだけで、園内では食べられません�

期　間�
品　種�
価　格�
注　意�

電　話�
友野　誠一�
山野辺新作 
島根　昭介�
友野　忠義�
伊能　正光�

成嶋　俊夫�
小柳　　功�

7172─2801�
7172─5462�
7172─5598�
7172─4203�
7172─5192

7131─6389�
7131─7087

増尾797 ─2�
増尾901 ─2�
増尾922 ─3�
増尾931�
増尾885 ─1

布施1997�
布施下141

3月15日オープン�

各観光イチゴ園・直売所、農政課 �7167─1143問�

氏　　名� 所 在 地�
� 
� 
� 
� 
� 

� 
� 

観 光 �
イチゴ園�

直 売 所 �

と き �
�
と こ ろ �
�
�
内 容 �
�
費 用 �

3月21日�～30日�午前9時
～午後7時�
かしわインフォメーション
センター（柏駅南口・ファ
ミリかしわ3階）�
ビデオ放映（随時）、当時の
物品やパネルの展示�
無料�

国際交流室 �7167－0941問�

　戦争中の生活の様子を5人のかたに
語っていただきました。当時の学校
生活は、食生活は、また､親兄弟がば
らばらに暮らす生活とはどのような
ものなのでしょうか。ぜひ親子でご
覧ください。�

観光イチゴ園&イチゴ直売所�

��

��

布施弁天布施弁天 布施弁天 

あけぼの山あけぼの山 
農業公園農業公園 

あけぼの山あけぼの山 
水生植物園水生植物園 

あけぼの山 
農業公園 

市民 
　農園 

↑
新
大
利
根
橋

↑
新
大
利
根
橋
�

有
料
道
路
へ

有
料
道
路
へ
�

↑
新
大
利
根
橋
�

有
料
道
路
へ
�

あけぼの山 
水生植物園 

N

県
道
守
谷
・
流
山
線

県
道
守
谷
・
流
山
線

県
道
市
川
・
柏
線

③�
①�

⑤�④�

②�広幡 八幡宮 

国道 6号�

日立柏 
サッカー場 

法林寺 

芝浦工大芝浦工大 
柏高校柏高校 

芝浦工大 
柏高校 

土小 

増尾城址増尾城址 
総合公園総合公園 

ニッカニッカ 
ウヰスキーウヰスキー 

増尾城址 
総合公園 

ニッカ 
ウヰスキー 

ゴルフゴルフ 
練習場練習場 
ゴルフ 
練習場 

旧水戸街道�

至我孫子�至松戸�JR常磐線�

増
尾
駅
�

東
武
野
田
線
�

至船橋�至市川�

至柏�

ホームセンター�

トヨタ�

柏駅�

N

「
開
か
れ
た
学
校
」づ
く
り
の
た
め
に

４
月
か
ら
評
議
員
制
を
導
入

教育の現場では学校外のかたの協力も欠かせません



今
年
５
月
か
ら
日
本
と
韓
国
で

開
催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
大
会
」
に
つ
い
て
、
柏

市
で
は
約
一
年
半
に
わ
た
っ
て
、

キ
ャ
ン
プ
地
招
致
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ

地
届
け
出
の
締
切
日
を
過
ぎ
て

も
、
残
念
な
が
ら
、
柏
市
へ
の
申

し
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
招
致
活
動
に
あ
た

っ
て
き
た
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ

ャ
ン
プ
地
「
柏
」
招
致
委
員
会
を

３
月
４
日
で
解
散
し
、
招
致
活
動

を
終
了
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
地
は
、
参
加
チ
ー
ム

が
大
会
前
や
期
間
中
に
滞
在
し
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
う
と
こ

ろ
で
す
。
選
ば
れ
れ
ば
、
経
済
効

果
の
ほ
か
、
国
際
交
流
の
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
、
柏
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
機
会
と
な
る
こ
と
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

柏
市
で
は
、
平
成
11
年
７
月
、

日
本
組
織
委
員
会
へ
申
請
を
行

い
、公
認
キ
ャ
ン
プ
地
に
立
候
補
。

平
成
12
年
11
月
に
認
定
を
受
け
ま

し
た
。ま
た
平
成
12
年
７
月
に
は
、

有
志
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

キ
ャ
ン
プ
地
「
柏
」
招
致
委
員
会

が
結
成
さ
れ
、
市
と
共
に
活
動
に

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

大
会
参
加
予
定
国
に
対
し
て

は
、
柏
市
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
送
っ
た
り
、
直
接
訪

問
し
た
り
し
て
、
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
横

断
幕
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
通
し

て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

招
致
活
動
中
に
キ
ャ
ン
プ
地
候

補
と
し
て
柏
市
を
視
察
し
た
サ
ッ

カ
ー
協
会
は
六
カ
国
、
こ
ち
ら
か

ら
訪
問
し
た
国
は
七
カ
国
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
何
ら
か
の
接
触
が

あ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
四
カ
国

広報�③ 第１１６５号 平成１４年（２００２年）３月１５日

　1歳6カ月～3歳児と保護者を対象に、ふれあい保育�
「わいわい」として、子育てサークルへの「遊びの支
援」や「ミニなかよし広場」などを行っています。�

　子育てサークルを対象に、保育士が
活動場所へ出向き、楽しい遊びやおも
ちゃ作りなどを一緒に行います。�

子育てサークル、1日1サーク
ル（月4サークルまで）�
無料�
利用したい日の前月1日の午前
9時から、豊住保育園（�7174
─7197）へ電話で�

対　象�
�
費　用�
申し込み�

別掲のとおり�
（雨天中止）�
無料�
当日、会場へ
直接�

とき・�
ところ�
費　用�
申し込み�

遊びの支援�

　保育士と一緒に手
遊びやエプロンシア
ターを楽しんでみま
せんか。�

ミニなかよし広場�

問�保育課 �7167─1137

4月 2日��
8日��

�
15日��
22日��

5月 7日��
13日��
20日��
27日��

柏の葉公園桜の広場�
増尾城址（し）総合公園�
芝浦工大柏高校正門前�
東中新宿第二公園�
日立台公園日立台緑地�
名戸ケ谷第五公園�
松ケ崎中央公園�
柏ビレジ近隣公園�
東中新宿子供の遊び場�

※時間はいずれも午前10時半～
11時半�

「はらぺこあおむし」�

と き �
と こ ろ �
定 員 �
費 用 �
申し込み�

3月30日�午後2時～3時�
豊四季台近隣センター体育館�
先着400人�
無料�
当日、会場へ直接�

 小さな卵から生まれた小さなあおむしは、お
なかがぺこぺこ。食べて食べて、どんどん食
べて、やがてさなぎになったあおむしは、あ
る日…。ピアノやチェロの生演奏に乗せて、
手話・歌・踊りで繰り広げられるストーリー。�

豊四季台婦人児童センター�
�7144－5363問�

ミニミュージカル�

ブルガリア（予選敗退）�
イタリア（宮城県仙台市）�
南アフリカ（三重県上野市）�
ポルトガル（韓国・ソウル市）�
ブラジル（韓国・蔚山市）〈2回〉�
ナイジェリア（神奈川県平塚市）�

�柏市を視察した国�

ロシア・アメリカ・クロアチア
・スコットランド�

�何らかの接触があった国�

デンマーク（和歌山県和歌山市）�
ブルガリア（予選敗退）�
ポーランド（韓国・大田市）�
スロバキア（予選敗退）�
オーストリア（予選敗退）�
ノルウェー（予選敗退）�
ポルトガル（韓国・ソウル市）�

�招致活動で訪問した国�

■訪問した国等�
（カッコ内はキャンプ地）�

今
年
も
六
十
歳
以
上
の
か
た
を

対
象
に
、「
い
き
い
き
カ
ル
チ
ャ

ー
柏
」
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
期
間

５
月
〜
来
年
２
月

科
目
・
と
き
　
別
表
１
・
２
・

３
の
と
お
り

開
講
場
所

�
南
部
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
藤
心
二
九
三
│
一
）

�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
柏
寿
荘
」

（
船
戸
山
高
野
五
三
五
）
�
中
央

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
柏
五
丁
目

八
│
一
二
　
教
育
福
祉
会
館
二

階
）
※
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
柏
五

丁
目
一
一
│
八
）
で
行
う
講
座
も

あ
り対

象

市
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
で
、
各
講
座
の
初
心
者
の
か
た

費
用
（
月
額
）

五
百
円
程
度

（
教
材
費
は
実
費
）

申
し
込
み

３
月
16
日
（
土
）

〜
26
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
半
に
、
は
が
き
（
一
講
座
に

つ
き
一
枚
）
を
持
っ
て
、
希
望
す

る
講
座
を
開
講
す
る
各
会
場
（
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
で
行
う
講
座
は
中

央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
へ
、
本

人
が
直
接
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除

く
）
※
申
し
込
み
は
一
人
二
講
座

ま
で
。
以
前
に
受
講
し
た
講
座
は

除
く
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
注
意

電
話
や
郵
送
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

1

南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

７
１
７
６
│
６
１
５
１
・
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
柏
寿
荘
」
�
７
１

３
１
│
９
５
１
１
・
中
央
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
�
７
１
６
３
│
９
３

５
６

■表1　南部老人福祉センターの講座 

■表3　中央老人福祉センターの講座（◎印の講座はいきいきプラザで開催） 

■表2　柏寿荘の講座 

�茶道（15人）�
第1・第3� 午前�

�茶道（10人）�
第2・第4� 午前�

�茶道（10人）�
第2・第4� 午前�

�陶芸（24人）�
毎�・�・� 午前�

�水彩画（30人）�
第2・第4� 午前�

�鎌倉彫（15人）�
第2・第4� 午後�

�華道（20人）�
第1・第3� 午前�

�木彫（15人）�
第1・第3� 午前�

�カラオケ（25人）�
第2・第4� 午前�

�リコーダー（30人）�
第2・第4��
午後��

�民謡（25人）�
第2・第4� 午前�

�短歌（25人）�
第2・第4� 午前�

�俳句（20人）�
第3� 午後�

�木目込人形（20人）�
第1・第3� 午前�

�謡曲（15人）�
第2・第4� 午後�

�手編と袋物（25人）�
第1・第3� 午後�

�ストレッチ・健康体操�
（30人）�
第1・第3� 午前�

�民謡（25人）�
第2・第4� 午前�

�端唄・俗曲（30人）�
第2・第4� 午前�

�ストレッチ・健康体操�
（30人）�
 第2・第4� 午後�

�紙すきと絵てがみ�
（20人）�
第1� 午後�

�カラオケ（25人）�
第1・第3� 午前�

�カラオケ（30人）�
第2・第4� 午後�

�かな書道（25人）�
第1・第3� 午前�

�書道（30人）�
第2・第4� 午前�

�囲碁（30人）�
第2・第4� 午後�

�ちぎり絵（20人）�
第2・第4� 午後�

�詩吟（24人）�
第1・第3� 午後�

�社交ダンス（30人）�
第2・第4� 午後�

�フラダンス（25人）�
第1・第3� 午後�

�日本舞踊（20人）�
第2・第4� 午前�

�日本舞踊・新舞踊 
（15人）�
第1・第3� 午後�

�フラダンス（30人）�
第1・第3� 午前�

�民謡おどり（25人）�
第1・第3� 午前�

�コーラス（25人）�
第1・第3� 午前�

�気功と健康体操 
（30人）�
第1・第3� 午後�

�エアロビクス 
（30人）�
第2・第4� 午前�

�小唄（25人）�
第1・第3� 午後�

�自彊術（25人）�
第2・第4� 午後�

◎水墨画（40人）�
第1・第3� 午後�

◎書道（40人）�
第2・第4� 午前�

�茶道（10人）�
第1・第3� 午前�

�陶芸（36人）�
毎週� 午前�

�水墨画（30人）�
第1・第3� 午後�

�カラオケ（25人）�
第1・第3� 午前�

�カラオケ（40人）�
第1・第3� 午前�

�民謡（20人）�
第1・第3� 午前�

�フラダンス（30人）�
第2・第4� 午前�

�フレスコアート盆栽 
（15人）�
第1・第3� 午前�

◎英語（35人）�
第1・第3� 午前�

◎パッチワーク 
（30人）�
第2・第4� 午前�

�メッシュクロスアート 
（15人）�
第1・第3� 午後�

�3B体操（25人）�
第2・第4� 午後�

�絵手紙（20人）�
第2・第4� 午前�

�書道（20人）�
第2・第4� 午前�

�社交ダンス（30人）�
第1・第3� 午前�

�ちぎり絵（20人）�
第1・第3� 午前�

�折り紙手工芸 
（15人）�
第2・第4� 午前�

�日本舞踊・新舞踊 
（15人）�
第2・第4� 午前�

開講時間 午前＝午前10時～正午、午後＝午後1時～3時、午後�＝午後3時10分～5時10分�

で
す
（
別
掲
参
照
）。

最
終
的
に
キ
ャ
ン
プ
地
に
選
ば

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念

で
す
が
、
活
動
を
通
し
て
「
サ
ッ

カ
ー
の
ま
ち
�
柏
�
」
を
世
界
の

国
々
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
こ
と
は
、
市

に
と
っ
て
財
産
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
活
動
中
に
は
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
く

れ
た
国
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
例

え
ば
今
後
、
日
本
で
試
合
が
あ
る

と
き
に
は
柏
を
宿
泊
地
に
選
ぶ
可

能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
、
将
来
的

な
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
・
柏
レ
イ

ソ
ル
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、

こ
の
経
験
を
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
室
�
７

１
６
７
―
１
１
３
３

〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
　
〜�

10

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

柏
の
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
制
度

は
不
便
！

柏
市
で
は
、
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成

を
受
け
る
の
に
、
い
っ
た
ん
病
院
で
支

払
い
、
後
か
ら
市
役
所
の
窓
口
で
申
請

手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
に
住
ん
で
い
た
市
で
は
、
子
ど
も

用
の
医
療
証
が
交
付
さ
れ
、
病
院
の
窓

口
で
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
柏
市
の
制
度
は
不
便
な
の
で
、
改

善
し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ａ.

県
で
も
「
現
物
給
付
」
方
式
を
目

指
し
て
調
整
中
で
す
。〈
児
童
育
成
課

�
７
１
６
７
│
１
５
９
５
〉

乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
制
度
は
都
道

府
県
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
千

葉
県
で
は
、
一
度
支
払
っ
た
医
療
費
を

後
か
ら
還
付
す
る
「
償
還
払
い
方
式
」

を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
病
院
で
の
支
払
い
時
に
医

療
費
を
負
担
し
な
く
て
済
む
「
現
物
給

付
方
式
」
へ
の
変
更
要
望
が
、
市
に
も

多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市
も
制
度
の

改
善
を
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

県
議
会
で
も
「
現
物
給
付
方
式
を
検

討
す
る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
県
的
な
大
き
な
制
度
変
更
と
な

る
た
め
、
医
療
機
関
や
他
の
自
治
体
な

ど
、
関
係
す
る
機
関
と
の
調
整
に
は
ま

だ
し
ば
ら
く
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
二

・
三
年
の
う
ち
の
実
現
に
向
け
て
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
少
し
で
も
皆
さ
ん
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
近
隣
セ
ン
タ

ー
で
の
出
張
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
近
く
の
会
場
が
あ
る
場
合
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
４
月
〉
15
日
（
月
）
＝
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
・
18
日
（
木
）
＝
田
中
近

隣
セ
ン
タ
ー
・
24
日
（
水
）
＝
光

ケ
丘
近
隣
セ
ン
タ
ー

〈
５
月
〉
13
日
（
月
）
＝
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
・
15
日
（
水
）
＝
西
原
近

隣
セ
ン
タ
ー
・
23
日
（
木
）
＝
増

尾
近
隣
セ
ン
タ
ー

ワールドカップ
サッカー大会

�
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
�
は
Ｐ
Ｒ
で
き
た
が
…

キ
ャ
ン
プ
地
に
は
選
ば
れ
ず

招
致
活
動
を
終
了

60歳以上のかた

いきいきカルチャー柏が開講
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市町村合併──。言葉としては、もう聞き慣れたかたも多いのでは。最近では、

東京都の「西東京市」や埼玉県の「さいたま市」などが合併により新しく誕生し

ました。柏市でも、合併についての調査研究を進めていて、このたび「広域連

携・合併調査報告書」がまとまりました。これは「なぜ合併が必要なのか」「合併

のメリットは?」など、皆さんに、より身近な問題として考えていただくための資

料です。この中では柏市の３つの具体的な合併パターンも紹介しています。市町

村合併を行うかどうか、また行う場合にはどのようにすべきか、関係市町村の住

民の皆さんや議会・経済界・行政など、地域全体でお互い協力しながら進めてい

くことが必要不可欠。さあ、私たちのまちの将来を一緒に考えてみませんか。

パターン1

パターン3

パターン2

�

関宿町�

流山市�

野田市�

柏市�

松戸市�
鎌ヶ谷市�

沼南町�

我孫子市�

　　　※人口はＨ12.10.1現在�

合併するか

しないかも含め、

将来のまちのすがた

を考えることが大事

なんだよ�

柏市周辺地域の市町村合併に関する沿革
柏市は、田中村、柏町、土村、小金町が合併し、昭和29年（1954
年）9月、東葛市として発足しました。続いて同年10月に旧小金町地
域の大部分を分割して松戸市に編入し、さらに同年11月に富勢村の一
部を編入し、市名を柏市へと変更しています。
東葛地域は、昭和30年前後に全国的に行われたいわゆる「昭和の大
合併」によって、ほぼ現在の8市町（柏市・松戸市・流山市・我孫子
市・野田市・鎌ヶ谷市・沼南町・関宿町）の形態となりました。

合併により人口規模ベスト10入り？
柏市は、平成13年3月末の人口で比較すると全国で59番目の市
です。合併すると、パターン2では首都圏で5番目（左図）、パター
ン3では首都圏で横浜市に次い
で2番目、全国でも7番目の規
模の市となります（右図）。

特 集�特 集�
主役は市民の皆さん�

考えよう！　21世紀のまちづくり�
～市町村合併に関する基礎的調査から～�

現
在
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併

に
関
す
る
論
議
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
次
の
点

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
住
民
の
日
常
生
活
圏
の
広
域
化

･
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
地
域
の

活
力
の
低
下
や
医
療
福
祉
等
の
財

政
需
要
の
増
大

･
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様

化
と
地
方
分
権
社
会
の
到
来

･
国
・
地
方
を
通
じ
た
財
政
の
著

し
い
悪
化

こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
方

策
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
の
が
、
市
町
村
合
併
で
す
。

合
併
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
国

か
ら
補
助
金
が
出
る
な
ど
の
優
遇

制
度
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
市
町
村

合
併
特
例
法
」
の
有
効
期
限
は
平

成
17
年
３
月
。事
前
協
議
が
整
い
、

法
定
の
合
併
協
議
会
が
で
き
て
か

ら
合
併
が
実
現
す
る
ま
で
の
事
務

処
理
に
、
最
短
で
も
二
十
二
カ
月

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
合
併
を
す
る

か
、
し
な
い
か
を
決
断
す
る
の
に

残
さ
れ
た
時
間
は
一
年
余
り
。
こ

こ
に
、
全
国
的
に
合
併
の
動
き
が

活
発
に
な
っ
て
き
た
大
き
な
理
由

が
あ
り
ま
す
。

▼
国
で
は
こ
ん
な
動
き
が

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
責
任
を

持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
分
権
型
社

会
へ
の
移
行
に
伴
い
、
平
成
7
年

と
11
年
に「
市
町
村
合
併
特
例
法
」

が
改
正
さ
れ
、
地
域
の
自
主
的
な

市
町
村
合
併
を
促
進
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
12
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た

「
行
政
改
革
大
綱
」
の
中
で
は

「
市
町
村
合
併
後
の
自
治
体
の
数

は
一
〇
〇
〇
を
目
標
と
す
る
」
方

針
を
出
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
政
府
に
設
置
さ
れ
た
市

町
村
合
併
支
援
本
部
は
、
平
成
13

年
8
月
に
「
市
町
村
合
併
支
援
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
よ
り
一
層
、

市
町
村
合
併
を
強
力
に
推
進
す
る

姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
支
援
策
の
充

実
や
、
政
令
指
定
都
市
の
指
定
要

件
の
緩
和
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

▼
千
葉
県
で
は
こ
ん
な
動
き
が

千
葉
県
は
、
平
成
12
年
12
月
に

「
千
葉
県
市
町
村
合
併
推
進
要
綱
」

を
策
定
し
、
市
町
村
の
合
併
パ
タ

ー
ン
を
例
示
し
ま
し
た
。
東
葛
地

域
で
は
、「
柏
市
・
沼
南
町
」
と

「
野
田
市
・
関
宿
町
」
の
パ
タ
ー

ン
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
13
年
7
月
に
は
千
葉

県
市
町
村
合
併
支
援
本
部
を
県
庁

に
設
置
す
る
な
ど
、
県
内
に
お
け

る
自
主
的
な
市
町
村
合
併
に
向
け

た
取
り
組
み
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、平
成
13
年
11
月
26
日
、

千
葉
県
は
「
野
田
市
・
関
宿
町
」

を
県
内
初
、
首
都
圏
初
と
な
る

「
合
併
重
点
支
援
地
域
」
に
指
定

し
、
支
援
策
と
し
て
の
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
支
援
プ
ラ
ン
を
決
定
し

ま
し
た
。

県
内
で
は
、「
野
田
市
・
関
宿

町
」
の
ほ
か
、
長
生
郡
や
安
房
郡
、

山
武
郡
等
で
周
辺
の
市
を
含
め
た

市
町
村
合
併
に
関
す
る
検
討
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
具
体
的
に
合
併
が
決

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
現
在
の
と

こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

■組織のスリム化比較�

市町村議会議員� 特別職（首長・助役
・収入役・教育長）�

行政委員（農業委員
・選挙管理委員・監
査委員など）�

職員（普通会計部門）�

11人の削減�
（現行57→46）�

4人の削減�
（現行9→5）�

33人の削減�
（現行77→44）�

55人の増※�
（現行2,771→2,826）�

66人の削減�
（現行122→56）�

12人の削減�
（現行17→5）�

105人の削減�
（現行149→44）�

114人の削減�
（現行4,839→4,725）�

175人の削減�
（現行247→72）�

29人の削減�
（現行34→5）�

248人の削減�
（現行298→50）�

217人の削減�
（現行10,163→9,946）�

１�

2

3

※職員数が増加する要因としては、中核市移行に伴う人員増（例：保健所職員）等が考えられる�

パ
タ
ー
ン�

※簡便な前提条件を設定して試算したものであるため、合併後に上記と異なる人数となることもある�

柏
市
に
お
け
る
広
域
行
政
の
状

況
や
地
理
的
条
件
、
ま
た
地
域
の

歴
史
等
を
勘
案
し
、
三
つ
の
パ
タ

ー
ン
を
モ
デ
ル
パ
タ
ー
ン
と
し
て

設
定
し
ま
し
た
（
別
掲
「
想
定
さ

れ
る
合
併
３
パ
タ
ー
ン
」
参
照
）。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
外
の
パ
タ
ー

ン
に
つ
い
て
も
、
合
併
の
組
み
合

わ
せ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
効
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
利
用
可
能
な
行
政
窓
口
が
増
え

る
等
、
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す

る・
高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
や
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ

へ
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

る・
環
境
や
交
通
問
題
等
、
広
域
的

な
取
り
組
み
が
必
要
な
課
題
に
効

率
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る

・
似
た
よ
う
な
公
共
施
設
の
重
複

投
資
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
重

点
的
な
施
設
整
備
が
可
能
に
な
る

・
政
令
指
定
都
市
や
中
核
市
へ
移

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

県
が
行
っ
て
き
た
行
政
分
野
を
市

が
直
接
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
市
民
生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き

る・
役
所
の
総
務
、
企
画
等
の
管
理

部
門
の
効
率
化
が
図
り
や
す
く
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
事
業
実
施

を
直
接
担
当
す
る
部
門
に
専
門
の

職
員
を
設
置
で
き
、
効
果
的
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
る

・
合
併
後
の
一
体
的
な
地
域
づ
く

り
等
の
推
進
の
た
め
、
国
・
県
が

用
意
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
支
援

措
置
（
合
併
特
例
債
や
、
普
通
交

付
税
の
算
定
替
、
特
別
交
付
税
措

置
等
）
を
活
用
で
き
る

・
規
模
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

組
織
の
効
率
化
が
図
れ
る
（
合
併

パ
タ
ー
ン
ご
と
の
効
果
は
別
掲

「
組
織
の
ス
リ
ム
化
比
較
」
参
照
）

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

▼
税
金
や
使
用
料
等
の
住
民
負
担

額
が
高
く
な
っ
た
り
、
サ
ー
ビ
ス

が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

合
併
後
の
各
種
住
民
負
担
額
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
、
関
係

市
町
村
に
よ
る
合
併
前
の
協
議
会

に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
ま
た
合
併

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
等
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ

て
、
現
時
点
で
、
一
概
に
住
民
負

担
額
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が

下
が
る
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
一
般
的
に
「
住
民
負
担

は
低
い
市
町
村
の
水
準
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
高
い
水
準
の
市
町
村

に
合
わ
せ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
と
財

政
の
健
全
な
運
営
、
ま
た
受
益
者

負
担
等
を
勘
案
す
る
と
、
一
概
に

一
般
論
の
よ
う
に
な
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

税
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

等
で
、
人
口
規
模
等
に
よ
る
標
準

的
な
税
率
・
税
額
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
考
え

る
と
、
例
え
ば
人
口
五
十
万
人
以

上
に
な
っ
た
場
合
、
市
民
税
個
人

均
等
割
の
税
額
が
、
現
在
の
年
額

二
千
五
百
円
か
ら
三
千
円
へ
と
増

税
に
な
り
ま
す
。

▼
市
役
所
が
移
っ
た
り
、
出
張
所

が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

最
近
の
事
例
を
見
る
と
、
合
併

後
の
市
役
所
は
、
関
係
市
町
村
の

い
ず
れ
か
の
庁
舎
を
本
庁
舎
と

し
、そ
の
他
の
市
町
村
の
庁
舎
は
、

支
所
と
し
て
残
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
な
場
所
へ
新
庁
舎
を
建
設
す
る

計
画
の
市
も
見
ら
れ
ま
す
。

従
来
の
庁
舎
を
活
用
す
る
場

合
、
関
係
市
町
村
の
う
ち
、
ど
の

庁
舎
を
本
庁
舎
に
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
事
例
を
見
て
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、「
新
市
域
内
の
交
通
利

便
性
」「
庁
舎
の
広
さ
」「（
防
災

上
等
の
観
点
か
ら
）
庁
舎
の
新
し

さ
」
な
ど
が
基
準
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

出
張
所
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

も
存
続
す
る
か
ど
う
か
は
未
定
で

す
が
、
市
民
の
利
便
性
が
よ
り
高

ま
る
方
向
で
再
編
成
さ
れ
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
規
模
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
、

市
民
の
声
が
市
政
に
反
映
さ
れ
に

く
く
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
？

市
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
、

人
口
当
た
り
の
市
議
会
議
員
数

は
、
現
在
よ
り
減
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
一
部
の
ケ
ー
ス
を
除
く
）。

た
だ
し
、
中
核
市
に
移
行
す
る

と
保
健
所
を
市
独
自
で
持
っ
た

り
、
政
令
指
定
都
市
に
移
行
す
る

と
行
政
区
役
所
を
設
置
し
た
り
で

き
る
た
め
、
人
口
あ
た
り
の
職
員

数
に
つ
い
て
は
大
き
な
増
減
は
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
合
併
特
例
法
に
よ
り
、

地
域
の
意
向
が
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
合
併
前

の
市
町
村
単
位
ご
と
に
「
地
域
審

議
会
」
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▼
財
政
状
況
が
悪
く
な
り
、
柏
市

が
「
損
」
を
す
る
の
で
は
？

柏
市
の
財
政
状
況
は
、
周
辺
の

市
町
と
比
較
す
る
と
良
好
な
状
態

に
あ
り
ま
す
。

合
併
し
た
場
合
は
、
人
口
が
増

え
る
こ
と
で
対
応
す
べ
き
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
量
が
増
え
、
ま
た
基
本

的
に
各
市
町
の
財
政
上
の
良
い
面

や
課
題
を
す
べ
て
持
ち
寄
っ
て
再

編
成
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
新

市
の
財
政
構
造
は
、
変
化
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
合
併
対
象
先
と
し
て

想
定
さ
れ
る
他
市
町
と
、
特
に
大

き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
た
め
、
そ

の
影
響
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
地
域
の
歴
史
・
文
化
や
、
地
域

の
個
性
が
失
わ
れ
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

合
併
に
よ
り
、
例
え
ば
小
・
中

学
校
区
が
再
編
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

学
区
単
位
で
行
っ
て
い
た
行
事
の

枠
組
み
が
変
わ
る
こ
と
や
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
実
施
方
法
等
が
変
わ
る

こ
と
、
ま
た
、
市
・
町
指
定
の
文

化
財
等
の
指
定
や
保
護
の
見
直
し

が
行
わ
れ
る
こ
と
等
が
可
能
性
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、地
域
の
歴
史
・
文
化
、

地
域
の
個
性
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
行
政
は
そ
れ
を
支
援
し
て
い

く
立
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合
併

に
よ
り
、
そ
れ
が
失
わ
れ
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

市
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
市

町
村
合
併
の
是
非
も
含
め
た
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
へ
は
、
市
町
村
合
併
に
関
す

る
情
報
提
供
を
さ
ら
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
市
町
村
合
併
は
柏

市
だ
け
で
な
く
他
市
町
も
関
連
し

ま
す
の
で
、
周
辺
市
町
と
の
情
報

交
換
等
も
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
向
が
極
め
て
重
要
で
す
。
こ
こ

で
紹
介
し
た
内
容
は
ほ
ん
の
一

部
。
詳
し
く
は
柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
一
面
欄
外
）

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る

国
の
支
援
策
や
全
国
の
動
向
、
ま

た
千
葉
県
の
動
向
等
に
つ
い
て

も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

皆
さ
ん
も
、
合
併
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
Ｅ
メ
ー
ル

か
郵
送
（
〒
２
７
７
│
８
５
０
５

柏
市
役
所
企
画
調
整
課
）
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■総務省　合併相談コーナー�
http://www.soumu.go.jp/gapei/index.html�

Ｅメールでのご意見はこちらへ�
■企画調整課メールアドレス�
k-kikaku@vesta.ocn.ne.jp

■千葉県　自主的な市町村合併を考える�
http://www.pref.chiba.jp/syozoku/a_shichou
/kouiki/gappei.html

パターン
3

�政令指定都市に移行し、地域自ら決定する権限が拡大して、市民
の皆さんにとって、より身近な行政展開を行うことが期待されます
政令指定都市（合併した場合、人口70万人程度以上）へ移行する
と、現在、県が行っている事務のうち、市民生活に身近な行政のほ
とんどを市自らが実施できるようになります。政令指定都市移行の
メリットとしては、次のようなことが挙げられます。
・政令指定都市になると、一般的に人口10～20万人程度を目安に、
市内にいくつかの行政区が設けられ、それぞれの区に区役所が開設

され、身近できめ細かな市民サービスが提供できます
・現在、県が行っている事務のうち、公害防止対策など市民生活に
関わりの深い多くの事務を、市の独自の判断で直接行えるようにな
り、行政サービスをスピードアップできます
・政令指定都市には、財政上の特例が認められていて、石油ガス譲
与税、軽油引取税、宝くじ発売収益金が新たに国や県から交付され
るほか、地方道路譲与税、自動車取得税交付金等が一般の市に比べ
て増額され、財政的に豊かなまちづくりができるようになります

柏市・松戸市・流山市・我孫子市・野田市・鎌ヶ谷市・沼南町・関宿町（8市町）の場合
政令指定都市型
人口：137万人　面積：379km2

柏市・沼南町（2市町）の場合
中核市型
人口：37万人　面積：115km2

�中核市に移行し、地域自ら決定する権限が拡大
して、市民の皆さんにとってより身近な行政展開
を行うことが期待されます
中核市（人口30万人・面積100km2以上、または
人口50万人以上）へ移行すると、現在、県が行っ
ている事務のうち、保健所関連や、身体障害者手
帳の交付等福祉行政の一部、土地区画整理組合設
立の認可等都市計画行政の一部、騒音規制区域の
指定等環境保全行政の一部を市自らが実施できる
ようになります。

�市境があったために発生していた問題が解決するこ
とが期待されます
東武野田線の豊四季駅、初石駅、江戸川台駅周辺地
区では、柏市と流山市の市境が、市街地の中で複雑に
なっています。このため「近くに他市の小中学校があ
るのに、通学できない」「市境をまたいだ都市整備を行
う際に時間がかかる」などの課題が発生していますが、
合併した場合、課題が解消されるようになります。
�広域的なまちづくりを進めやすくなります
つくばエクスプレス関連や手賀沼浄化に向けた取り
組みは、広域的な視点で一体的に取り組むことにより、
より一層、効果的な成果を上げることが可能になるも

のと思われます。また、これに関連した事業は、国や
県の各種財政支援策を活用することで、市民にとって
負担の小さい形で取り組めます。
�自立性が高く多様な地域特性を持つことにより、「業
務核都市」としての役割を果たすことが期待されます
国の第5次首都圏基本計画（平成11年）では、柏市
を中心とする地域は、東京都区部への都市機能の一極
集中に伴う弊害を是正するため、首都圏における学
術・産業・文化の重要な交流拠点として育成・整備を
進める必要がある「業務核都市」に位置づけられてい
ます。4市町の多様な地域特性が一つになることにより、
そうした役割をより一層果たしやすくなります。

柏市・流山市・我孫子市・沼南町の場合（4市町）
中核市型・政令指定都市型
人口：65万人　面積：193km2
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市　　　名�

横 浜 市 �

大 阪 市 �

名 古 屋 市 �

１�

※平成12年10月1日現在�

札 幌 市 �

神 戸 市 �

4

3

2

5

人　口�

340万人�

247万人�

210万人�

181万人�

147万人�

面　積�

437km2

221km2

326km2

1，121km2

549km2

■全国の市町村の人口規模�
順位�

6

7
柏市・松戸市・流山市・
我孫子市・野田市・鎌ヶ
谷市・沼南町・関宿町�

京 都 市 �139万人�

137万人�

610km2

379km2

市　　　名�

横 浜 市 �

川 崎 市 �

さ い た ま 市 �

１�

千 葉 市 �

柏市・流山市・我
孫子市・沼南町�

4

3

2

5

人　口�

340万人�

123万人�

102万人�

87万人�

65万人�

面　積�

437km2

143km2

168km2

272km2

193km2

■首都圏の市町村の人口規模�
順位�
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豆知識�

豆知識�

企
画
調
整
課 

�
７
１
６
７
│
１
１
１
７�

問�



児
童
手
当
の
申
請
を
お

忘
れ
な
く

義
務
教
育
就
学
前
（
平
成
８
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
か
た
は
、
児
童

手
当
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
（
月
額
）

第
一
子
・

第
二
子
は
五
千
円
、
第
三
子
以
降

は
一
人
に
つ
き
一
万
円
※
所
得
制

限
あ
り

支
給
月

６
月
・
10
月
・
２
月

申
請
方
法

印
鑑
と
養
育
者
名

義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
を
除
く
）

を
持
っ
て
、
児
童
育
成
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
直
接
。
公

務
員
の
か
た
は
、
勤
務
先
へ
申
請

を
注
意

現
在
、
受
給
中
の
か
た

が
、
退
職
・
転
職
等
に
よ
り
年
金

を
変
更
し
た
と
き
は
必
ず
連
絡
を

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７
―

１
５
９
５

母
子
家
庭
な
ど
に
児
童

扶
養
手
当
を
支
給

母
子
世
帯
で
、
公
的
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い
か
た
は
、
児
童

扶
養
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、母
子
世
帯
で
な
く
て
も
、

父
親
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
っ
た

り
、
一
年
以
上
児
童
を
遺
棄
し
て

い
た
り
す
る
場
合
な
ど
、
状
況
に

よ
っ
て
は
手
当
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
給
資
格
の
発
生
か
ら

五
年
を
経
過
す
る
と
、
正
当
な
理

由
が
な
い
限
り
申
請
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
児
童
と
は
、
〇
歳
か
ら
十
八
歳

に
達
し
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
か
た
（
障
害
者
の
か
た
は

二
十
歳
未
満
ま
で
の
か
た
）
で
す

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７
│

１
５
９
５

柏
市
福
祉
公
社
・
西
原

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
閉
鎖

柏
市
福
祉
公
社
で
は
、
西
原
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
３
月
20

日
（
水
）
で
閉
鎖
し
ま
す
。
な
お
、

閉
鎖
後
の
業
務
は
「
は
み
ん
ぐ
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
布
施
一

│
三
・
�
７
１
３
４
│
２
８
１

１
）」
で
行
い
ま
す
。

1

柏
市
福
祉
公
社
�
７
１
６
２

│
２
５
５
７

不
用
に
な
っ
た
「
鯉
の

ぼ
り
」
の
提
供
を

介
護
老
人
保
健
施
設
「
は
み
ん

ぐ
」
で
は
、
施
設
内
に
鯉
の
ぼ
り

を
飾
り
付
け
て
、
利
用
さ
れ
る
高

齢
者
と
と
も
に
端
午
の
節
句
を
お

祝
い
す
る
こ
と
を
企
画
し
て
い
ま

す
。不

用
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
（
色

・
大
き
さ
・
数
は
問
い
ま
せ
ん
）

を
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

か
た
は
、
４
月
15
日
（
月
）
ま
で

に
「
は
み
ん
ぐ
」
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

1

市
立
介
護
老
人
保
健
施
設

「
は
み
ん
ぐ
」
�
７
１
３
４
│
０

６
６
０
　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関

す
る
ビ
デ
オ
を
貸
し
出

しマ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
・
大

規
模
修
繕
と
管
理
組
合
の
役
割
を

説
明
し
た
ビ
デ
オ
「
こ
ち
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
診
療
所
・
あ
な
た
の
マ
ン

シ
ョ
ン
健
康
で
す
か
？
」（
Ｖ
Ｈ

Ｓ
・
二
十
四
分
）を
お
貸
し
ま
す
。

対
象

市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン

（
区
分
所
有
建
物
）
の
管
理
組
合

の
役
員
・
所
有
者
等

貸
出
期
間

二
週
間

申
し
込
み

建
築
住
宅
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
一
階
）
へ
電
話
の

上
、
直
接
※
住
所
・
氏
名
が
確
認

で
き
る
物
を
持
参

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７
―

１
１
４
７

市
税
納
税
相
談

と
き

３
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

収
納
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
二
階
）、
増
尾
・
光
ケ
丘

・
南
部
・
松
葉
・
豊
四
季
台
の
各

近
隣
セ
ン
タ
ー

用
意
す
る
物

納
税
通
知
書
、

印
鑑
等

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接
そ
の
他

市
税
を
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す

1

収
納
課
�
７
１
６
７
│
１
１

２
２身

体
障
害
者
の
た
め
の

機
能
訓
練

と
き

４
月
９
日
〜
来
年
３
月

25
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象
　
市
内
在
住
の
十
八
〜

四
十
歳
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
か
た

内
容

運
動
実
技
や
家
族
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
等

費
用

無
料

申
し
込
み

身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

送
迎
バ
ス
あ
り

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
３
│
９
３
５
３
（
フ
ァ

ク
ス
兼
用
）

消
火
器
の
廃
棄
は
専
門

業
者
へ

古
く
な
っ
た
消
火
器
等
の
破
裂

に
よ
る
人
身
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
消
火
器
を
自
分
で
処
理
す

る
の
は
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
廃

棄
す
る
と
き
は
、
中
身
を
残
し
た

ま
ま
専
門
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
引
き
取
り
は
有
料
で
す
。

1

消
防
本
部
予
防
課
�
７
１
３

３
│
８
７
９
２
　

売
掛
債
権
担
保
融
資
保

証
制
度
の
利
用
を

中
小
企
業
者
が
売
掛
先
に
対
し

て
持
つ
売
掛
債
権
を
担
保
と
し

て
、
金
融
機
関
が
融
資
を
行
う
場

合
に
は
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

1

千
葉
県
信
用
保
証
協
会
�
０

４
７
│
３
６
５
│
６
０
１
０

広報� 平成１４年（２００２年）３月１５日 第１１６５号 �

柏
お
も
ち
ゃ
図
書
館
・
ガ
レ
ー

ジ
セ
ー
ル

３
／
31
の
10
時
〜
15

時
、
東
日
本
銀
行
逆
井
支
店
駐
車

場
。衣
類
・
家
庭
用
品
の
提
供
を
。

須
田
�
７
１
７
４
│
８
０
６
１

フ
ォ
ト
２
０
０
０
・
写
真
展

４
／
２
〜
７
の
10
時
〜
17
時
、
中

公
。
無
料
。
関
�
７
１
４
３
│
５

８
１
２

県
立
柏
高
校
吹
奏
楽
部
・
定
期

演
奏
会

３
／
29
の
15
時
半
〜
17

時
半
、
市
民
文
化
会
館
。
無
料
。

武
�
７
１
６
４
│
８
７
８
９

大
堀
川
の
会
・
リ
バ
ー
ク
リ
ー

ン
パ
ー
テ
ィ

３
／
31
（
雨
天

４
／
７
）
の
９
時
半
〜
12
時
、
北

柏
橋
北
側
広
場
。大
堀
川
の
清
掃
。

最
上
�
７
１
６
４
│
４
８
２
７

油
絵
・
水
彩
画
「
ぐ
る
ー
ぷ
彩

展
」

３
／
17
ま
で
の
10
時
〜
17

時
（
17
日
は
15
時
ま
で
）、
県
民

プ
ラ
ザ
。
無
料
。
明
田
川
�
７
１

３
２
│
０
４
７
１

大
輪
咲
き
菊
盆
養
作
り
講
習
会

３
〜
５
月
の
第
三
�
13
時
〜
15

時
、
富
士
見
町
ふ
る
さ
と
会
館
。

先
着
三
十
人
。
五
千
円
。
豊
田
�

７
１
４
４
│
２
６
４
６

民
族
芸
能
の
集
い

３
／
24
の

13
時
半
〜
、
豊
四
季
台
近
セ
。
民

舞
・
津
軽
三
味
線
と
朗
読
な
ど
。

百
円
。
大
森
�
７
１
４
４
│
０
５

３
４札

幌
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
参
加
の
た
め
の
東
葛
合
同

練
習
会

３
／
22
・
29
の
19
時
〜

21
時
、
増
尾
近
セ
。
一
回
三
百
円
。

小
林
�
７
１
７
６
│
５
７
７
６

北
原
恵
子
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
２

０
０
２
春

４
／
13
の
19
時
〜
20

時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
三
千
円
。

浜
口
�
７
１
３
１
│
７
９
１
６

オ
ヤ
ジ
世
代
の
フ
ォ
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト

３
／
30
の
13
時
〜
16

時
、新
星
堂
カ
ル
チ
ェ
５
前
広
場
。

無
料
。
山
下
�
７
１
６
７
│
４
４

５
３
（
19
時
以
降
）

「
三
木
会
」
油
絵
展

３
／
25

〜
29
の
10
時
〜
16
時
半
（
29
日
は

16
時
ま
で
）、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
。
無
料
。
長
谷
�
７
１
７

６
│
６
８
１
２

フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語
一
日
体
験

３
／
26
の
14
時
半
（
フ
ラ
ン
ス

語
）
・
16
時
（
英
語
）、
柏
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
。
千
五
百
円
。

山
本
�
７
１
４
４
│
１
４
２
７

ヘ
ル
ス
サ
ー
ク
ル

毎
�
・
�

13
時
、
市
民
体
育
館
。
ス
ト
レ
ッ

チ
・
リ
ズ
ム
体
操
。2

五
百
円
、

3

七
百
円
。
池
田
�
７
１
４
４
│

０
６
８
５

藤
ノ
台
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎
�

19
時
、
藤
心
近
セ
。
プ
ロ
Ｃ
級
の

男
女
講
師
に
よ
る
基
礎
か
ら
の
指

導
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。
打

矢
�
７
１
６
９
│
２
５
２
８

六
十
歳
か
ら
の
ピ
ア
ノ
サ
ー
ク

ル

月
二
回
�
12
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
初
心
者
。
男
性
歓
迎
。2

三

千
円
、3

四
千
円
。
松
永
�
７
１

７
４
│
４
３
６
０

健
美
サ
ー
ク
ル

毎
�
13
時
、

市
民
体
育
館
。2

千
円
、3

千
円
。

中
村
�
７
１
３
２
│
２
３
５
６

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
十
七
団

月
二
回
�
か
�
10
時
、
く
る
み
幼

稚
園
。
幼
稚
園
年
長
〜
小
学
生
の

女
子
。2

三
千
円
、3

千
五
百
円
。

染
谷
�
７
１
４
４
│
９
３
２
８

ら
く
ら
く
手
結
び
着
付
け
サ
ー

ク
ル

月
三
回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
所
有
の
も
の
で
も
可
。2

千
円
、3

千
円
。
藤
本
�
７
１
５

６
│
２
１
１
０

リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

毎
�
15
時
、
市
民
体
育
館
。
中
高

年
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
円
。

日
出
�
７
１
６
６
│
９
８
４
８

創
造
学
舎

第
一
�
14
時
、
寺

島
文
化
会
館
。
ア
イ
デ
ア
・
も
の

づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
か
た
。3

五
百
円
。
石
田
�
７
１
６
２
│
０

４
８
６
（
17
時
以
降
）

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

お
知
ら
せ
�

ごみ出しカレンダーを配布中�

�問�清掃収集事務所 �7173─5111

　平成14年度版の「ごみ出しカ
レンダー」を町会・自治会を通
して配布しています。�
　 3 月中にはお手元に届く予定
です。届かないときは、最寄り
の近隣センター・出張所・柏駅
行政サービスセンター・クリー
ン推進課（市役所第1庁舎4階）・
清掃収集事務所（南増尾）でお
受け取りください。�
　ごみの分け方・出し方につい
て、出す前にもう一度カレンダ
ーでご確認ください。�

催
し
・
講
習
会

ほ
ほ
え
み
子
育
て
講
演

会
「
小
児
科
医
が
伝
え

た
い
あ
れ
こ
れ
」

と
き

３
月
26
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

主
に
小
学
生
の
保
護

者
、
先
着
四
十
人

講
師
　
柏
厚
生
総
合
病
院
小
児

科
部
長
・
荒
木
和
憲
氏

費
用

無
料

申
し
込
み

３
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

そ
の
他

保
育
あ
り
（
先
着
十

人
・
要
予
約
）

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

女
性
教
養
講
座

と
き

４
月
18
日
〜
５
月
30
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

と
５
月
31
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
５
月
23
日
を
除
く
、

計
七
回
）

と
こ
ろ

高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
成
人
女

性
、
先
着
四
十
人

内
容

講
義
「
ス
ト
レ
ス
を
活

力
に
」
・
地
域
め
ぐ
り
ほ
か

費
用

無
料
※
５
月
31
日
の
地

域
め
ぐ
り
の
昼
食
は
実
費

申
し
込
み

３
月
16
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
高
田
近
隣
セ
ン

タ
ー
ヘ
電
話
か
直
接

1

高
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７
１

４
４
│
９
２
９
２

ふ
る
さ
と
柏
の
歴
史
を

学
び
ま
せ
ん
か

と
き

４
月
24
日
〜
10
月
23
日

の
水
曜
日
の
う
ち
二
十
回
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

半
と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」（
市
役
所
隣
）

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳
以

上
の
か
た
、
五
十
人
※
以
前
に
受

講
し
た
こ
と
の
あ
る
か
た
を
除
く

費
用

無
料
（
見
学
会
等
は
実

費
）申

し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
郷
土
史
講
座
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏

市
役
所
高
齢
者
支
援
課
へ
、
３
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当

日
消
印
有
効
）
※
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
抽
選
結
果
は
全
員

に
通
知
し
ま
す

1

高
齢
者
支
援
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
５

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

・
市
民
公
開
講
座

と
き

３
月
23
日
（
土
）
午
後

１
時
半
〜
４
時
40
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

定
員

百
八
十
人

内
容

�
ひ
き
こ
も
り
�
を
テ

ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

講
師

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学

附
属
柏
病
院
副
院
長
・
笠
原
洋
勇

氏
、
日
本
橋
学
館
大
学
助
教
授
・

上
別
府
圭
子
氏
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属

柏
病
院
�
７
１
６
４
│
１
１
１
１

講
座
･
講
演
�



永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

と
き

３
月
21
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

内
容

人
形
劇
、
影
絵
、
お
は

な
し
、
折
り
紙
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
な
ど
。
軽
食
販
売
あ
り

そ
の
他

障
害
の
あ
る
か
た
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
補
助
あ
り

（
保
護
者
同
伴
で
な
く
て
も
可
）。

事
前
申
し
込
み
を
（
先
着
十
人
）

◎
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

作
っ
て
食
べ
よ
う
�

と
き

３
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
二
十
五
人

内
容

肉
ま
ん
を
作
り
ま
す

費
用

三
百
円

申
し
込
み

３
月
16
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

作
っ
て
食
べ
よ
う
�

と
き

４
月
２
日
（
火
）
午
前

10
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
三
十
人

内
容

桜
の
木
の
下
で
、
焼
き

団
子
を
作
っ
て
食
べ
ま
す

費
用

百
円

申
し
込
み

３
月
17
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

か
た
く
り
ま
つ
り

と
き

４
月
７
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

南
部
運
動
場
前
カ
タ

ク
リ
群
生
地

そ
の
他

甘
酒
・
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
の
サ
ー
ビ
ス
あ
り

1
藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
�
７
１
７
６
│
３
７
０
０

産
休
代
替
給
食
調
理
員

募
集
人
数

一
人

勤
務
場
所

東
中
新
宿
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
・
土
曜
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
０
時
20
分

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
３
月
22

日
（
金
）
ま
で
に
、
保
育
課
（
市

役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
直
接

1

保
育
課
�
７
１
６
７
│
１
１

３
７時

間
外
保
育
士

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

酒
井

根
保
育
園
＝
三
人
、
西
原
保
育

園
＝
二
人
、
田
中
保
育
園
＝
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時
半
〜

７
時
・
土
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時

半
・
正
午
〜
午
後
７
時（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書
の
写

し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を
持
っ
て
、

３
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、
各
保

育
園
へ
直
接

そ
の
他

子
育
て
経
験
・
専
門

知
識
の
あ
る
か
た
を
優
遇
し
ま
す

1
酒
井
根
保
育
園
�
７
１
７
３

│
１
６
４
７
・
西
原
保
育
園
�
７

１
５
４
│
７
９
６
４
・
田
中
保
育

園
�
７
１
３
３
│
３
７
３
１

臨
時
保
育
士

対
象

保
育
士
の
資
格
の
あ
る

か
た
、
一
人

勤
務
期
間

４
月
〜
来
年
３
月
　

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
う

ち
三
日
程
度
、
午
前
９
時
半
〜
午

後
１
時
半

勤
務
内
容
　
肢
体
不
自
由
児
の

介
助賃

金
（
時
給
）

九
百
十
円
※

交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
８
７
２

十
余
二
　
一
七
五
│
四
一
　
柏
育

成
園
へ
、
３
月
20
日
（
水
）
ま
で

に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

1

柏
育
成
園
�
７
１
３
１
│
７

７
２
０
（
午
後
２
時
以
降
）

お
は
な
し
会

と
き

３
月
23
日
（
土
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
20
分

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

対
象

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

〜
小
学
生
、
先
着
五
十
組

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接
　

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

南
部
ち
び
っ
こ
人
形
劇

と
き

３
月
26
日
（
火
）
午
後

２
時
〜
３
時

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

幼
児
〜
小
学
校
低
学

年
、
先
着
百
人
※
保
護
者
同
伴
可

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接
　

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７
１

７
３
│
１
０
０
０

子
ど
も
料
理
教
室

と
き

３
月
27
日
（
水
）
午
前

9
時
半
〜
正
午

と
こ
ろ

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ

ー

対
象

小
学
三
〜
六
年
生
、
先

着
二
十
五
人

内
容

ス
パ
ゲ
テ
ィ
ミ
ー
ト
ソ

ー
ス
・
プ
リ
ン
な
ど
を
作
り
ま
す

費
用

五
百
円

申
し
込
み

３
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
新
田
原
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て

1

新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
７
│
１
２
７
６

忍
者
ご
っ
こ

と
き

３
月
30
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
０
時
半

と
こ
ろ

柏
駅
東
口
周
辺

募
集
人
数

千
人

内
容

忍
者
に
ふ
ん
し
て
駅
周

辺
で
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
し
ま
す

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
子
ど
も
劇
場
�
７
１
６
９

│
８
４
５
１
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ほ
ほ
え
み
会
親
子
グ
ル
ー
プ

週
一
回
、
永
楽
台
近
セ
。
一
〜
三

歳
児
と
保
護
者
。
３
／
22
の
10
時

に
説
明
会
あ
り
。4

千
五
百
円
。

土
屋
�
７
１
６
９
│
４
６
９
６

親
子
英
会
話
「
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ン
ド
」

毎
�
10
時
半
、
根
戸
近

セ
。
一
〜
三
歳
児
。2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
本
間
�
７
１
３
４

│
４
６
９
５

新
井
ヨ
ガ
技
療
講
座

毎
�
15

時
、
布
施
近
セ
。
無
料
体
験
あ
り
。

3

三
千
円
。
関
口
�
７
１
３
１
│

２
９
４
８

洋
裁
「
す
み
れ
創
ｉ
ｎ
ｇ
」

第
一
〜
三
�
10
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

2

千
円
、3

二
千
五
百
円
。
松
田

�
７
１
４
３
│
１
９
１
１

松
葉
か
な
「
実
用
書
道
の
会
」

月
二
回
�
12
時
、
松
葉
近
セ
。
女

性
。
基
本
か
ら
。2

千
円
、3

二

千
円
。
湯
川
�
０
７
０
│
５
２
３

７
│
４
５
４
０

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

毎
�
９

時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初
心
者
。
３

／
23
・
30
に
無
料
体
験
あ
り
。2

五
百
円
、会
費
二
千
円（
三
カ
月
）。

佐
藤
�
７
１
７
３
│
８
３
２
５

料
理
「
す
み
れ
会
」

第
二
�

10
時
、
勤
労
会
館
。2

千
円
、3

千
二
百
円
。
赤
川
�
７
１
６
６
│

７
３
３
２
（
17
時
以
降
）

リ
ズ
ム
体
操
倶
楽
部

月
三
回

�
10
時
、
永
楽
台
近
セ
。2

千
円
、

3

千
円
。
猪
俣
�
７
１
７
２
│
９

５
２
３
（
16
時
以
降
）

ペ
ン
習
字
「
若
竹
会
」

第
二

・
四
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初

心
者
。2

千
五
百
円
、3

千
六
百

円
（
教
材
費
別
）。
宇
佐
見
�
７

１
７
４
│
０
６
６
５（
19
時
以
降
）

柏
市
空
手
道
連
盟
公
認
教
場

毎
�
18
時
（
高
校
生
以
上
は
19
時

半
）、
市
民
体
育
館
。
三
歳
児
か

ら
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。
岩

井
�
７
１
４
５
│
０
５
８
６

ペ
ン
習
字
「
竹
葉
会
」

第
一

・
三
�
13
時
、
新
田
原
近
セ
。
初

心
者
歓
迎
。2

五
百
円
、3

千
円
。

滝
澤
�
７
１
６
４
│
４
０
９
６

（
18
時
以
降
）

着
付
け
サ
ー
ク
ル

第
一
・
三

�
か
�
10
時
、
根
戸
近
セ
ほ
か
。

女
性
。2

三
千
円
、3

三
千
円
。

吉
岡
�
７
１
３
４
│
７
３
９
６

西
原
体
操
サ
ー
ク
ル

月
四
回

�
９
時
半
、
西
原
近
セ
体
育
館
。

2

五
百
円
、3

千
円
。
梅
次
�
７

１
６
９
│
４
４
８
５

新
柏
体
操
ク
ラ
ブ

毎
�
ほ
か

15
時
、
サ
ン
パ
セ
オ
新
柏
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
。
三
歳
〜
中
学

生
。3

四
千
円
。
古
城
�
７
１
６

７
│
４
０
３
８

正
し
く
話
す
た
め
の
中
国
語
入

門

毎
�
18
時
45
分
、
中
公
。
講

師
は
中
国
人
。3

五
千
円
。
松
本

�
７
１
３
４
│
２
３
６
６
　

北
柏
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
同
好
会

毎
�
18
時
、
市
民
体
育
館
。
初
・

中
級
者
歓
迎
。3

六
百
円
。
渋
谷

�
７
１
６
６
│
７
２
２
８

書
道
「
柏
栖
会
」

月
一
回
�

10
時
、
高
田
近
セ
。
漢
字
・
か
な

・
写
経
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。

今
井
�
７
１
３
１
│
３
３
８
４

（
18
時
以
降
）

柏
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

毎

�
９
時
、
高
田
運
動
広
場
。
初
心

者
。
無
料
。
郡
司
�
７
１
７
２
│

０
６
２
２

ち
ぎ
り
絵
の
会

第
三
�
９
時

半
、
西
原
近
セ
。2

千
円
、3

八

百
円
。
高
野
�
７
１
５
４
│
０
２

０
４
　

手
編
み

第
二
・
四
�
13
時
、

サ
ン
パ
セ
オ
新
柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ル
ー
ム
。2

千
二
百
円
、3

千

二
百
円
。
成
宮
�
７
１
３
９
│
２

５
６
５

健
康
体
操
「
西
原
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
・
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
会
」

月
四

回
�
９
時
半
、西
原
近
セ
体
育
館
。

2

千
円
、3

千
百
円
。
石
川
�
７

１
５
３
│
５
６
０
４

花
野
井
剣
友
会

毎
�
・
�
17

時
（
�
は
９
時
）、
花
野
井
小
体

育
館
。
小
学
生
以
上
。2

二
千
円
、

会
費
七
千
円
（
六
カ
月
）。
永
井

�
７
１
３
１
│
５
６
４
１

め
ぐ
み
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎

�
10
時
半
、
森
山
カ
ル
チ
ャ
ー
ホ

ー
ル
。
初
心
者
歓
迎
。2

五
百
円
、

3

二
千
五
百
円
。
清
水
�
７
１
６

６
│
３
９
３
２
（
18
時
以
降
）

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す

こ
ど
も
の
広
場

催
 
し

求
 
人

　犬を飼っているかたは、生涯1回の登録と毎年1回の狂犬
病の予防注射が法律で義務付けられています。最寄りの会場
で忘れずに受けてください。 

別表のとおり※雨天の場合は延期日（表内の　）、延期日も雨天の場合
は再延期日（表内の　）。午前が雨天の場合は午後も中止�
生後91日以上の健康な犬�
新規登録の犬＝1頭6,300円（登録・注射代等）・登録済みの犬＝1頭3,300円
（注射代等）�
3月中旬に郵送する案内書（紛失したかたは鑑札等登録が確認できる物）
※新規登録の場合は不要�
当日、会場へ直接�
�畜犬登録問診票は必ず記入を�今回予防注射を受けられない場合は、
動物病院で受け、保健福祉総務課（市役所第1庁舎2階）へ届け出を�他
市町村から所在変更した犬は、予防注射の前に保健福祉総務課で変更の
手続きを�妊娠の疑いがある・現在通院中・健康に不安がある・1カ月
以内にほかの予防注射を受けた場合は、受ける前に動物病院に相談を�
飼い主が抑えられない犬は受けられないことがあります�犬のふんを始末
する袋等の持参を�

とき・ところ�
�
対 　 象 �
費 　 用 �
�
用意する物�
�
申し込み�
注 　 意 �

保健福祉総務課 �7167－1131問�

と　き� と　き�ところ・時間�

9 :30～10:00　富士見町稲荷神社�

10:30～11:00　御立山ふるさとセンター�

12:40～13:40　花野井公会堂�

14:10～15:00　松葉第1近隣公園�

9 :30～10:40　藤心近隣センター�

11:10～11:40　三本木第1公園�

13:10～13:50　酒井根第2公園�

14:20～15:00　東中新宿子供の遊び場�

9 :30～10:30　南増尾第8公園�

11:00～11:40　逆井運動広場�

13:00～13:50　増尾万福寺�

14:30～15:10　健康管理センター�

9 :15～10:00　マツモトキヨシ中新宿店駐車場�

10:30～11:30　西山第2公園�

13:20～15:00　南部公園�

9 :30～10:20　西十余二第1公園�

10:50～11:20　中十余二第2公園�

12:50～13:20　北部緑地�

13:50～15:00　柏ビレジ近隣公園�

ところ・時間�
9 :30～10:40　布施第2公園 �
11:10～11:50　北柏第2公園�
13:00～15:00　健康管理センター�
9 :30～10:00　朝日会館�
10:30～11:40　千代田町公園�
13:10～13:40　柏上町公園�
14:10～15:00　関場町ゲートボール場�
9 :30～10:20　加賀第1公園�
10:50～11:40　つくしが丘緑地�
13:00～13:30　豊住第2公園�
14:00～15:00　永楽台近隣公園�
9 :30～10:30　松葉第5公園�
11:00～11:50　松ケ崎第1公園�
13:50～15:00　総合運動場入口駐車場�
9 :30～10:30　旭町近隣センター�
11:00～11:50　豊上町第1公園�
13:20～14:00　篠籠田西光院駐車場�
14:30～15:00　梅林第4公園�
9 :30～10:10　緑町第1公園�
10:40～11:40　高田緑地�
13:10～13:50　柏西口第1公園�
14:20～15:00　日立台公園�

4月8日��
　 4月22日� 
　 5月13日� 
延 
再 

4月9日��
    4月23日� 
    5月14日� 
延 
再 

4月10日��
    4月24日� 
    5月15日� 

延 
再 

4月11日��
    4月25日� 
    5月16日� 
延 
再 

4月12日��
    4月26日� 
    5月17日� 
延 
再 

4月15日��
    5月1日� 
     5月20日� 
延 
再 

4月17日��
    5月8日� 
    5月22日� 
延 
再 

4月18日��
    5月9日� 
    5月23日� 
延 
再 

4月19日��
    5月10日� 
    5月24日� 
延 
再 

4月16日��
    5月7日� 
    5月21日� 
延 
再 

4月13日��
    4月27日� 
    5月18日� 
延 
再 

延 

再 

納期限は4月1日��

�国民健康保険料は保険課 �7167─1129問�
介護保険料は介護保険課 �7167─1134

※口座振替・自動払い込みのかたは
　預貯金残高にご注意ください�

国民健康保険料第10期�
介護保険料第10期�

学
校
給
食
を
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か

と
き

３
月
24
日
（
日
）
正
午

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

旭
町
近
隣
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
三
十
人
　

内
容

学
校
給
食
の
試
食
・
太

巻
き
寿
司
の
実
習
な
ど

申
し
込
み

３
月
18
日
（
月
）

午
後
１
時
か
ら
、
同
会
へ
電
話
で

1

柏
市
の
学
校
給
食
を
考
え
る

会
�
７
１
３
４
│
１
９
１
９
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「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」。
部
屋
に
入
っ
て

来
る
な
り
手
を
差
し
出
し
て
き
た
。
さ

す
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
の
ジ
ェ
ン
ト

ル
マ
ン
だ
。

昨
年
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
か
ら
レ

イ
ソ
ル
の
指
揮
を
と
っ
て
い
る
。
残
念

な
が
ら
七
位
に
終
わ
っ
た
が
│
│
。

「
レ
イ
ソ
ル
の
選
手
は
質
が
高
い
も

の
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
持
っ
て

い
る
力
を
常
に
発
揮
で
き
て
い
な
い
」

と
言
う
。「
小
刻
み
に
パ
ス
を
つ
な
い

で
、
ゴ
ー
ル
前
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
、

そ
う
す
る
こ
と
で
必
然
的
に
ゴ
ー
ル
が

生
ま
れ
る
。
こ
れ
が
レ
イ
ソ
ル
の
ス
タ

イ
ル
だ
」と
語
り
は
ソ
フ
ト
で
明
快
だ
。

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
三
歳
ご

ろ
。
二
人
の
兄
に
く
っ
つ
い
て
一
緒
に

遊
び
始
め
た
。
十
五
歳
の
と
き
、
ロ
ン

ド
ン
に
あ
る
チ
ー
ム
と
プ
ロ
契
約
を

し
、
そ
こ
で
十
九
年
間
プ
レ
ー
し
た
。

そ
の
後
、
選
手
か
ら
周
り
の
こ
と
を
考

え
る
監
督
と
い
う
全
く
違
う
人
生
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
だ
か
ら
、「
自
分
が

選
手
だ
っ
た
と
い
う
実
感
が
な
い
」
と

も
言
う
。

家
族
は
子
ど
も
の
教
育
を
考
え
て
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
残
し
て
き
た
。
七
歳
と

五
歳
の
娘
さ
ん
に
は
毎
日
の
よ
う
に
電

話
を
す
る
。「
余
り
出
た
く
な
い
と
き

も
あ
る
よ
う
だ
が
」（
笑
）。
ま
た
、
九

時
間
の
時
差
が
あ
る
た
め
、
疲
れ
て
寝

よ
う
と
す
る
時
間
に
ベ
ル
が
鳴
る
こ
と

も
…
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
距
離
が
さ

ぞ
か
し
恨
め
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

日
本
の
味
に
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き

た
。
好
き
な
食
べ
物
は
豚
キ
ム
チ
と
焼

き
そ
ば
。「
日
本
の
野
菜
や
果
物
は
、

味
も
品
質
も
い
い
。
魚
も
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
て
お
い
し
い
。
た
だ
、
加

熱
し
て
な
い
と
だ
め
な
の
で
生
も
の
は

ま
だ
ち
ょ
っ
と
」
と
言
う
。
し
か
し
少

し
ず
つ
味
覚
が
変
わ
っ
て
き
た
と
の
こ

と
で
、
さ
し
み
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
も
も
う
す
ぐ
か
も
。

日
本
へ
来
て
七
年
目
。
常
々
言
っ
て

い
る
「
汚
い
戦
術
は
と
ら
な
い
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、「
チ
ー
ム
と
し
て
の

方
向
性
も
土
台
も
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
レ
イ
ソ
ル
で
、
フ
ェ
ア
に
正
々
堂
々

と
勝
負
し
て
い
く
」

見
る
人
も
や
る
人
も
楽
し
め
る
サ
ッ

カ
ー
を
と
い
う
ペ
リ
マ
ン
監
督
。
悲
願

の
Ｊ
リ
ー
グ
初
制
覇
に
向
け
て
の
戦
い

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

我
孫
子
市
在
住
。
五
十
歳
。

柏レイソル監督

No.364

戦いはいつもフェアプレーで

�

街�の�街�の�

この広報紙は古紙配合率100％再生紙を使用しています

ステファン・ジョン・ペリマンさん

｢春夏秋冬」の布文字の回りに、季節の草
花や小動物が配されて四季の情景を表現し
ています。芹沢作品の代表作の一つに数え
られます。

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �7164-6413

布文字春夏秋冬二曲屏風

4月から新しく1年
生になる子どもなど、
1,200人が参加して、3
月3日、市民文化会館
で交通安全フェア「が
んばれ1年生」が開か
れました。ステージで

は、正義の味方ウルトラマンタロウが地味
な自転車に乗っての登場に大うけ。広場で
は、自分の体の数倍もあるような白バイに
乗せてもらって得意そうな子も……。

東葛テクノプラザ出前科学教室が、3
月2日、柏第七小学校で行われました。
講師は東京大学物性研究所の家泰弘教
授。液体窒素を使った実験では、窒素
の中にゴムボールを入れると瞬間的に
凍ってしまい、床に落とすとこなごな
に──。実験を目の前で見た生徒たち
は、驚いたり不思議がったり。

豊四季台婦人児童センターで2月27
日、お雛（ひな）様作りが行われまし
た。この日集まったのは、1～4歳の子
どもとお母さん60組。親子で協力しな
がらトイレットペーパーの芯に折り紙
の着物を着せていましたが、仕上げは
やはり子どもたち。みんな真剣な顔で
人形に目を入れていました。かわいい
お雛さまの出来上がり。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
も
交
通
安
全

文
化
会
館
で
「
が
ん
ば
れ
一
年
生
」

なぜ？どうして？
東葛テクノの出前科学教室

人文字でホーム開幕戦を応援
1stステージの熱戦がスタート

練習中は動き回らず、じっくりと
選手をチェックする

婦人児童センターで雛作り

３
月
９
日
、
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
で
柏
レ
イ
ソ
ル
対
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
合
に
先
立
ち
中
島
啓
江
さ
ん
（
写
真
右
下
）
が
国
歌
斉
唱

を
し
た
後
、
始
球
式
を
す
る
た
め
歌
手
の
近
藤
真
彦
さ
ん
が
登
場
し
て
き
た
と
き

に
は
黄
色
い
声
援
が
…
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｙ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
」
の
文
字
と
、

Ｗ
杯
に
ち
な
み
日
韓
両
国
の
国
旗
を
人
文
字
に
し
て
ホ
ー
ム
で
の
開
幕
戦
を
応
援

し
ま
し
た
。
試
合
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
レ
イ
ソ
ル
に
加
入
し
た
サ
ン
パ
イ
オ
選

手
（
写
真
）
の
活
躍
な
ど
に
よ
り
、
２
対
１
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
に
快
勝
。
初
Ｖ

目
指
し
て
「
レ
イ
ソ
ル
、
オ
ー
レ
！
」


